
 

 

 　

 

　いよいよ卒業式。３年生にとっては、明後日３月１日が、北宇和高校の生徒として

学校で過ごす最後の日となります。一日では振り返ることができないほど多くの思い

出が詰まっていることでしょう。北宇和高校での思い出を胸に新しい一歩を踏み出す

みなさんを、笑顔で送り出したいと思います。１、２年生のみなさんも、３年生と共

 に過ごした日々を振り返り、その旅立ちを祝福しましょう。
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過去は変えられない？  

　 「 過 去 は 変 え ら れ な い け れ ど 、 未 来 は 変 え ら れ る 」

と い う 言 葉 を 聞 い た こ と が あ る 人 も い る と 思 い ま す 。

し か し 、 何 と 「 過 去 は 変 え ら れ る 」 の で す ！ 正 確 に 言

う と 、「 ど う 解 釈 す る か で 、 過 去 の 出 来 事 を プ ラ ス に 変

換できる」 というこ とです。 

　 渦 中 に い る と き 、 経 験 し て 間 も な い と き に は 「 つ ら

い 出 来 事 、 嫌 な 出 来 事 」 と し か 思 え な い か も し れ ま せ

ん が 、 時 間 が 経 っ て 振 り 返 っ て み る と 、「 そ う い う 意 味

が あ っ た の か 」 と 気 付 い た り 、「 自 分 に と っ て 必 要 だ っ

たのだ」と 受け入れ られたりす ることが あります。  

　 今 、 目 の 前 に あ る こ と 、 体 験 し て い る こ と が マ イ ナ

スに思える としても、こ の先プラス に変換で きたとき、

「過 去は変え られる」と言え るのでは ないでしょ うか。

 
心に響く言葉

 

　自分の限界を超えて

いくには、努力と根性

以外にはない。もうダ

メだと思ったところか

ら、さらに一歩踏み出

 すことで成長できる。

 

工藤公康（福岡ソフト

バンクホークス元監督）

　令和３年度からスクールライフアドバイザーとして、令和７年度はスクー

ルカウンセラーとして、生徒のみなさん一人一人のお話や、時には悩みなど

を聴かせてもらいました。いつもみなさんにお伝えしていたとおり、相談に

乗ったりアドバイスしたりすることは、私はできませんでした。しかし、み

なさんは頭を整理したり、解決の糸口を見つけたりすることができていたの

 ではないでしょうか。

 　　これからも、一人で抱え込まないで、時には自分の思いを誰かに聴いて

　もらうこと、吐き出すことも必要であるということを忘れないでください。 

 　　　みなさんと出会えて私はとても幸せでした。ありがとうござ

　　　いました。

　 　　　スクールカウンセラーとしてみなさんに寄り 

　添ってくださっていた沖留美子先生が、退職されること 

　　　　となりました。沖先生からのメッセージを掲載 

　　　  させていただきます。


